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アステラス製薬 加島事業場 厚生棟
清水建設関西事業本部設計部  鳥居健一、加地則之、阿部香穂里

　医薬品研究所の厚生施設建替え計画である。各研究棟に分散
している研究者相互のコミュニケーション活性化を主題に、研究者
を「動かして」「集める」結節点（ジャンクション）として計画した。
ジャンクション
　建物を研究棟群の中心に低く広く配置し、各棟とは渡り廊下で
ネットワーク状につないだ。また建物を貫通する通路（パサージュ）を
２本設けることにより、研究棟間を往来する際には必ずこの建物を
通過するしかけとしている。1階にはマグネット効果の高い食堂・カ
フェを配置し、食事や休憩のみならず、気軽な打合せや思索の場と
しての利用、コーヒーのテイクアウト、パサージュの通過移動など、複
数のアクティビティが交わることで研究者間に新たな交流が誘発さ
れ、これまでにはなかったコミュニケーションの拠点となっている。
積み重ねた箱
　隣り合う研究棟に相対する壁面には、コンセントレーション（研
究）とリラクゼーション（厚生）の見合いを避ける意図で開口を設け
ていない。開口は2階に切り込んだ5つの屋上庭園に向けて設けて
おり、どの部屋からでも緑が楽しめる豊かで潤いのある空間となって
いる。また、この切込みが建物のボリュームを分節し、圧迫感を緩和
しながら、箱を積み重ねたようなユニークな外観を生み出した。
撮影：フジタ写真工房　第33回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
鳥居健一（とりい・けんいち）
1981年清水建設株式会社入社
現在  関西事業本部建築設計1部 部長
加地則之（かじ・のりゆき）
1990年清水建設株式会社入社
現在  設計本部教育・文化施設設計部 グループ長
阿部香穂里（あべ・かほり）
2010年清水建設株式会社入社
現在  関西事業本部建築設計2部
ランドスケープ：フィールドフォー・デザインオフィス

■建物データ
建 築 主：アステラス製薬株式会社
設　　計：清水建設株式会社
施　　工：清水建設株式会社
所 在 地：大阪府大阪市淀川区加島2-1-6
用　　途：厚生施設
竣　　工：2012年1月
構造規模：S造　地上2階
敷地面積：43,859.80㎡
建築面積：3,015.66㎡
延床面積：4,249.90㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

新
国
立
競
技
場
問
題
の
議
論
が
続
く
中
、
五
〇

年
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
今
を
知
り
た
く
な

り
、
明
治
神
宮
外
苑
や
代
々
木
公
園
と
共
に
主
要

会
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公

園
を
訪
れ
た
。
渋
谷
駅
か
ら
田
園
都
市
線
に
乗
っ

て
約
七
分
、
駒
沢
大
学
で
下
車
し
、
十
五
分
ほ
ど

歩
く
と
、
緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
が
見
え
て
く
る
。

　

日
比
谷
公
園
の
三
倍
の
四
〇
万
㎡
の
広
大
な
敷

地
は
、
か
つ
て
の
駒
沢
ゴ
ル
フ
場
跡
地
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
場
所
は
、
幻
に
終
わ
っ
た
一
九
四
〇

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
主
会
場
の
敷
地
で
も

あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
招
致
決
定
時
点
で
主
会

場
に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
後
に
国
立
競
技
場

に
建
替
え
ら
れ
る
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
だ
っ
た
。

し
か
し
、
風
致
美
を
破
壊
す
る
と
論
陣
を
張
っ
た

東
京
帝
国
大
学
教
授
の
岸
田
日
出
刀
︵
一
八
九
九

～
一
九
六
六
年
︶
の
主
張
と
内
務
省
神
社
局
の
抵

抗
に
よ
っ
て
、
一
九
三
八
年
三
月
、
そ
の
土
壇
場

で
駒
沢
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
変
更
さ
れ
、
日
中
戦
争

下
、
当
時
の
東
京
市
臨
時
建
築
部
が
総
力
を
挙
げ

て
設
計
図
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
。
し
か
し
、

戦
争
の
泥
沼
化
と
日
本
を
巡
る
国
際
情
勢
の
悪
化

に
よ
っ
て
、
同
年
七
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
返
上

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
あ
え
な
く
幻
に
終
わ
る
。

　

続
く
太
平
洋
戦
争
下
の
一
九
四
二
年
に
は
、
空

襲
に
備
え
る
防
空
緑
地
に
指
定
さ
れ
、
翌
年
に

は
東
京
都
が
買
収
し
て
都
有
地
に
な
る
。
そ
し

て
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
直
後
の
食
糧
難
の
時
代

に
は
、
敷
地
全
体
が
農
地
に
転
用
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
一
九
四
九
年
に
は
国
民
体
育
大
会
の
会
場
と

な
り
、
一
九
五
三
年
に
は
駒
沢
球
場
が
造
ら
れ
、

次
第
に
運
動
公
園
と
し
て
の
姿
を
整
え
て
い
く
。

こ
う
し
て
迎
え
た
一
九
五
九
年
五
月
、
ド
イ
ツ
の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
で
、
一
九
六
四
年
の
第
十
八
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
に
東
京
が
決
ま
り
、
晴
れ
て

日
本
で
最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
駒
沢
の
敷
地
が
再
び
選
ば
れ
た
の

で
あ
る
。

　

全
体
計
画
は
、
施
設
特
別
委
員
会
の
岸
田
委
員

長
の
下
、東
京
大
学
教
授
の
高
山
英
華︵
一
九
一
〇

～
九
九
年
︶
が
先
行
し
て
ま
と
め
た
基
本
構
想
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
高
山
に
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
ま
つ
わ
る
個
人
的
な
思
い
が
あ
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し
て
一
九
三
六
年
の

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
は
ず
が
、

盲
腸
の
た
め
に
参
加
で
き
ず
、
一
九
四
〇
年
の
幻

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
岸
田
の
下
で
会
場

案
の
図
面
を
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
、

戦
時
下
に
都
市
計
画
を
志
す
東
京
帝
国
大
学
の
若

き
助
手
だ
っ
た
。
前
後
し
て
苛
酷
な
戦
場
も
経
験

し
た
高
山
に
と
っ
て
、
戦
後
に
平
和
の
祭
典
と
し

て
初
め
て
実
現
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
さ
ぞ

か
し
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
高
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
目

撃
し
て
き
た
駒
沢
の
地
に
、
都
市
計
画
的
な
方
法

を
存
分
に
持
ち
込
ん
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
将

来
を
見
据
え
た
都
市
公
園
を
創
ろ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
後
に
高
山
は
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
﹁
駒
沢
が
い
ち
ば
ん
ぼ
く
と
し
て
は
統
一
し
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
。︵
中
略
︶
初
め
っ
か
ら
ぼ

く
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
、
秀
島
乾
君

と
一
緒
に
や
っ
た
。
彼
は
日
本
で
い
ち
ば
ん
初
め

て
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ん
だ
よ
。
満
洲
か
ら
帰
っ
て

き
て
ね
。
早
稲
田
出
身
で
武
基
雄
君
や
丹
下
君
と

同
期
だ
。
そ
れ
で
結
局
造
園
、
道
路
、
建
築
、
全

部
一
緒
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
。﹂︵
宮
内
嘉
久
編﹃
都

市
の
領
域
︱
高
山
英
華
の
仕
事
﹄
株
式
会
社
建
築

家
会
館
一
九
九
七
年
︶

　

高
山
ら
が
目
指
し
た
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

主
会
場
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
れ
や
か
な
施
設
群
を
整

備
し
つ
つ
も
、
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
に
各
種

の
競
技
場
が
点
在
し
、
市
民
が
日
常
的
に
憩
い
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
落
ち
着
い
た
都
市
公
園
を

築
き
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
敷
地
の
中

央
に
、
道
路
を
ま
た
い
で
南
北
を
貫
く
幅
一
〇
〇

ｍ
、
長
さ
七
〇
〇
ｍ
に
及
ぶ
軸
線
上
の
シ
ン
ボ

ル
・
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
そ
の
中
心
に
約
一
〇
〇
ｍ

×
二
〇
〇
ｍ
の
中
央
広
場
と
大
階
段
を
据
え
て
、

両
側
に
陸
上
競
技
場
と
体
育
館
を
置
く
、
と
い
う

伸
び
や
か
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
実
現
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
公
園
全
体
が
緑
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
、

外
周
を
大
き
く
円
形
に
取
り
囲
む
園
路
を
設
け
、

三
〇
〇
〇
本
の
植
樹
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
施
設
と
な
る
陸
上
競
技
場
の
設

計
者
に
は
、
す
で
に
東
京
都
体
育
館
を
手
が
け
た

実
績
の
あ
っ
た
村
田
政
真︵
一
九
〇
六
～
八
七
年
︶

が
、
体
育
館
と
中
央
広
場
の
造
形
に
は
、
ア
メ
リ

カ
で
﹁
外
部
空
間
の
構
成
﹂
に
つ
い
て
研
究
し
て
、

一
九
六
一
年
に
帰
国
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
芦
原
義

信
︵
一
九
一
八
～
二
〇
〇
三
年
︶
が
起
用
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
残
る
屋
内
競
技
場
や
公
園
全
体
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
施
設
建
設
事
務
所
長
の
堀

内
享
一
を
中
心
と
す
る
都
の
技
術
者
に
よ
っ
て
設

計
を
進
め
る
万
全
の
チ
ー
ム
体
制
が
採
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
蓄
積
と
戦
争
を
経
験
し
た

人
々
の
思
い
が
、
時
を
経
て
幸
福
な
形
で
結
実
し

た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
建
設
か
ら
五
〇
年
を
迎
え

た
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
に
は
、
今
も
多
く
の

市
民
が
思
い
思
い
に
休
日
を
楽
し
む
光
景
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
た
。
路
面
電
車
の
舗
石
を
再
利
用

し
て
敷
き
詰
め
、
高
さ
五
〇
ｍ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
塔
と
池
を
配
し
た
中
央
広
場
に
は
、
凧
揚
げ

や
ボ
ー
ル
遊
び
に
興
ず
る
家
族
連
れ
が
あ
ふ
れ
、

そ
の
左
右
を
、
高
さ
を
低
く
抑
え
た
陸
上
競
技
場

と
体
育
館
が
緩
や
か
に
取
り
囲
ん
で
い
る
。ま
た
、

外
周
の
園
路
に
は
、
豊
か
に
生
い
茂
っ
た
並
木
の

下
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す

る
人
び
と
の
姿
が
あ
っ
た
。体
育
館
の
地
下
に
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

併
設
さ
れ
、
五
〇
年
前
の
同
じ
場
所
の
記
憶
を
思

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。
来
る
二
〇
二
〇
年
五
輪

の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
も
、
す
で
に
こ
こ
に

あ
る
風
景
を
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

外周の園路と陸上競技場のスタンド

中央広場の大階段と体育館、記念塔

駒沢オリンピック公園　1964 年
広場を核に都市公園をつくる

記憶の建築
松隈　洋
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事
例
３
：
お
寺

　

東
京
都
新
宿
区
の
四

谷
三
丁
目
駅
近
く
に
あ

る
陽
運
寺
と
い
う
小
さ

な
お
寺
に
は
、
副
住
職

が
作
っ
た
ま
ち
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
毎
月
開
か
れ
る

祈
願
祭
と
い
う
行
事
に

集
ま
る
参
拝
者
や
、
副

住
職
と
そ
の
ご
家
族
が
持
ち
寄
っ
た
本
が
集
ま

り
、
交
換
さ
れ
て
い
る
。
練
馬
区
に
あ
る
ガ
ー

デ
ン
型
の
墓
苑
や
大
阪
市
中
央
区
の
圓
周
寺
と

い
う
お
寺
に
も
あ
る
。

事
例
４
：
自
然
の
中

　

東
京
都
西
多
摩
郡
奥

多
摩
町
の
鳩
ノ
巣
駅

に
は
、
二
カ
所
の
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ

る
。
一
つ
は
駅
前
の
カ

フ
ェ
山
鳩
で
、
も
う
一

つ
は
同
じ
く
駅
前
の
個

人
宅
の
離
れ
に
あ
る
Ｉ

Ｓ
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
奥
多
摩
だ
。
特
に
Ｉ

Ｓ
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
奥
多
摩
は
、
三
〇
㎡

く
ら
い
の
部
屋
を
改
装
し
た
本
棚
で
囲
ま
れ
た

ス
ペ
ー
ス
と
、
広
々
と
し
た
庭
が
あ
り
、
本
を

持
ち
寄
り
、
自
然
の
中
で
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
た
び
た
び
開
か
れ
て
い
る
。﹁
星
空
の
も
と

で
宇
宙
を
語
る
会
﹂﹁
ア
ウ
ト
ド
ア
読
書
＆
シ

チ
ュ
ー
＆
ワ
イ
ン
﹂
な
ど
、
自
然
を
楽
し
み
な

が
ら
本
に
触
れ
、
交
流
が
図
ら
れ
る
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

事
例
５
：
歯
科
医
院

　

埼
玉
県
越
谷
市
の
北
越
谷
駅
前
に
あ
る
藤
田

歯
科
医
院
に
は
、
大
き
な
本
棚
に
囲
ま
れ
た
待

第
12
回

本で人とつながる、まちライブラリーの取り組み

礒井　純充
大阪出身。1981 年森ビル入社、アーク都市塾、アカデミーヒルズなど長年教育文化活動に携わる。取締役広報室長など経て 2010 年森記念財
団に出向。個人の立場でまち塾＠まちライブラリー活動を開始。大阪府立大学観光産業戦略研究所所長補佐兼客員研究員。

大阪府立大学の学外拠点 I-site なんばに、まちライブラリー＠大阪府立大学が生まれました。「本」の集積
ではなく、「本を持ち寄る人」や「本にまつわる人」を題材に、本をきっかけとして利用者が主体的に自ら
の場をつくる試みです。この活動を全国で展開しておられる礒井純充さんに、その事例とともにご紹介い
ただきました。

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
仕
組
み

　

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と

は
、
本
を
通
じ
て
人
と
出

会
う
活
動
で
あ
る
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
付
け
た
本
を
カ

フ
ェ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
オ

フ
ィ
ス
、
自
宅
、
お
寺
や

病
院
な
ど
、
ま
ち
の
あ
ち

こ
ち
に
設
置
し
た
本
棚
に

置
き
、
交
換
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
っ
て
い
る
。
私
が
提
唱

し
は
じ
め
て
か
ら
三
年
余
り
だ
が
、
全
国
で

七
〇
カ
所
以
上
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
誕
生
の
背
景
と
意
図
、
展
開
さ
れ

て
い
る
事
例
を
踏
ま
え
、
ま
ち
の
な
か
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
え
る
の
か
を
紹
介
し
た
い
。

誕
生
の
背
景　

事
業
拡
大
の
罠

　

私
は
、
二
〇
〇
三
年
、
六
本
木
ア
カ
デ
ミ
ー

ヒ
ル
ズ
と
い
う
教
育
文
化
施
設
の
中
に
会
員
制

図
書
館
を
誕
生
さ
せ
た
。
日
本
で
は
稀
有
な
有

料
会
員
制
の
民
営
図
書
館
で
あ
り
、
ま
た
六
本

木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
の
四
九
階
と
い
う
立
地
に

あ
る
図
書
館
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
現
在
、会
員
は
約
三
〇
〇
〇
名
に
の
ぼ
り
、

事
業
と
し
て
一
定
の
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と
い

え
る
。

　

た
だ
私
は
、
こ
の
よ
う
に
成
功
し
た
活
動
に

も
大
き
な
盲
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
事
業
規
模

の
拡
大
に
伴
い
、
組
織
的
で
シ
ス
テ
ム
的
な
対

応
が
増
え
、
人
と
人
の
触
れ
合
い
を
失
い
、
参

加
者
の
顔
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。ま
た
、

収
益
性
の
あ
る
事
業
が
優
先
さ
れ
、
本
来
の
教

育
活
動
の
優
先
順
位
が
低
く
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
自
分
で
や
り
た
い

こ
と
は
、
組
織
や
人
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
や
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
、
始
め
た
の
が
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
事
例

事
例
１
：
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
改
修
事
例
（
大
阪
市

中
央
区
）

　

大
阪
市
中
央
区
の
小

規
模
な
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
一
フ
ロ
ア
︵
約

一
〇
〇
㎡
︶
を
改
修
し

て
誕
生
し
た
。
吉
野
杉

を
加
工
し
、
図
書
館
を

創
ろ
う
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
参
加
者

が
手
作
り
で
本
棚
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
製
作
し
、

蔵
書
も
持
ち
寄
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
、
蔵

書
は
約
四
〇
〇
〇
冊
。
毎
月
一
回
﹁
本
と
バ
ル

の
日
﹂
を
決
め
、
本
を
持
ち
寄
り
、
テ
ー
マ
別

の
イ
ベ
ン
ト
を
し
、
手
作
り
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
て
い
る
。
年
齢
や
立
場
を
超

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

＂
図
書
館
家
族
〟的
な
も
の
が
誕
生
し
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
周
辺
の
天
満
橋
、
北
浜
、
谷
町
、
鶴

橋
な
ど
上
町
台
地
周
辺
に
は
、
約
二
〇
カ
所
の

小
規
模
な
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
。

事
例
２
：
カ
フ
ェ

　

東
京
都
台
東
区
や
墨

田
区
の
珈
琲
店
や
新
宿

区
の
音
楽
カ
フ
ェ
、
大

阪
市
北
区
の
カ
フ
ェ
や

枚
方
市
の
珈
琲
店
に
設

置
し
て
い
る
。
近
い
将

来
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
で
き
る
カ

フ
ェ
で
も
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
誕
生
す
る
予

定
で
、
地
域
や
施
設
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

合
室
と
交
流
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
本
棚
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
顔
写
真
が

付
い
た
自
己
紹
介
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
が
あ

り
、
そ
の
横
に
ス
タ
ッ

フ
が
紹
介
す
る
本
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。
交
流

ス
ペ
ー
ス
で
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
に
は
、
滋
賀
県
湖
南
市

の
い
し
べ
あ
い
歯
科
に
も
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

が
誕
生
し
た
。

事
例
６
：
大
学
病
院

　

大
阪
府
守
口
市
に
あ

る
関
西
医
科
大
学
附
属

滝
井
病
院
に
二
〇
一
三

年
七
月
、
大
型
の
透
析

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

た
。
長
い
廊
下
の
一
角

に
医
師
や
看
護
師
な
ど

が
推
薦
す
る
本
が
並
ん

で
お
り
、
患
者
は
こ
れ
を
持
ち
込
ん
で
透
析
治

療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
。
院
内
ス
タ
ッ
フ

と
患
者
と
の
距
離
感
を
近
く
す
る
工
夫
も
さ

れ
、
動
物
本
や
ミ
ス
テ
リ
ー
本
等
に
関
心
の
あ

る
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

“
蔵
書
ゼ
ロ
冊
か
ら
の
図
書
館
〟

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
大
阪
府
立
大
学

　

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
大
阪
府
立
大
学
は
、

二
〇
一
三
年
四
月
、
大
阪
市
浪
速
区
に
開
設
し

た
大
阪
府
立
大
学
の
学
外
拠
点
Ｉ
︱

ｓ
ｉ
ｔ
ｅ

な
ん
ば
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

＠
大
阪
府
立
大
学
の
構
想
は
、
同
大
学
観
光
産

業
戦
略
研
究
所
所
長
の
橋
爪
紳
也
氏
と
私
が
大

阪
府
立
大
学
の
学
外
拠
点
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
る
中
か
ら
生
ま
れ
た
。
Ｉ
︱

ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
な

ん
ば
は
全
体
で
約
二
〇
〇
〇
㎡
の
規
模
で
、
会

議
ゾ
ー
ン
や
大
学
院
エ
リ
ア
や
Ｏ
Ｂ
会
エ
リ
ア

に
加
え
て
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
専
用
エ
リ
ア

が
あ
る
。

　

本
棚
は
大
学
側
で
設
置
し
、
配
架
す
る
本
は

原
則
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用
者
が
持
ち

寄
っ
て
集
め
、﹁
蔵
書
ゼ
ロ
冊
か
ら
の
図
書
館
﹂

と
謳
っ
て
い
る
。
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
運
営

は
、
大
学
と
切
り
離
し
た
形
で
一
般
社
団
法
人

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
つ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
を
組
成
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
た
の
は
、
大
学
が
運

営
す
る
際
の
制
約
を
避
け
る
た
め
で
、
よ
り
自

由
度
の
高
い
参
加
型
の
図
書
館
を
つ
く
る
工
夫

と
し
て
考
案
さ
れ
た
。

本
を
集
め
る
お
祭
り
“
植
本
祭
〟

　

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
大
阪
府
立
大
学
の
開

設
に
際
し
て
﹁
植
本
祭
︵
し
ょ
く
ほ
ん
さ
い
︶﹂

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
二
日
間
に
わ

た
り
四
八
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
応
じ
た
本
を
持
ち

寄
り
紹
介
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
本
棚
に
配
架
し
た
。
二
日
間
で
延
べ

五
〇
〇
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
多
く
の
本
が

寄
贈
さ
れ
た
。そ
の
後
も
利
用
登
録
し
た
人︵
会

員
︶
は
、
各
自
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
月
平
均
一
〇
～
二
〇

位
の
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
今
も

蔵
書
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
式
を
と
っ
た
主
な
理
由
は
、

以
下
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
る
。

①
利
用
者
が
主
体
的
に
図
書
館
活
動
へ
参
画

す
る
。

②
上
記
活
動
を
通
し
て
来
訪
頻
度
を
上
げ
る
。

③
利
用
者
間
の
人
間
関
係
を
築
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
醸
成
す
る
。

　

ち
な
み
に
二
〇
一
三
年
一
二
月
ま
で
に
登
録

まちライブラリー＠大阪府立大学

さ
れ
た
会
員
は
六
六
七
名
で
、
蔵
書
数
は
約

四
三
〇
〇
冊
に
な
る
。
ま
た
、
実
施
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
は
一
七
三
回
に
の
ぼ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
活
動
歴

は
三
年
余
り
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と

形
態
で
展
開
さ
れ
て
、
二
〇
一
三
年
度
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
︵
公
共
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
・
シ

ス
テ
ム
部
門
︶
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
二
〇
一
三
年
優
秀
賞
を
授
与
さ
れ
る
な

ど
、
着
実
に
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

個
人
の
力
が
地
域
を
輝
か
す

　

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
集
客
補
完
や
場
の

活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
ま
ち
の
中
の
多
種
多
様
な
施
設
に

併
設
さ
れ
て
い
る
が
、
共
通
し
て
言
え
る
の

は
、
利
用
者
自
ら
が
、
主
体
的
に
そ
の
場
を
活

用
す
る
仕
組
み
を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
や
大
規
模
な
宣
伝
広

告
で
活
性
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の
自

発
的
な
意
思
で
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
狙
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

巨
大
化
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
運
営

者
や
利
用
者
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
取
り
戻

し
、
人
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
の
が
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
活
動
な

の
だ
。
自
立
し
た
個
人
が
自
ら
の
力
で
行
動
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
そ
の
環
境
か
ら
さ
ら

に
持
続
的
な
活
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
ま
ち
に
新
た

な
生
活
空
間
が
見
え
て
く
る
。

　
﹁
組
織
﹂
の
枠
を
超
え
、﹁
個
人
﹂
が
活
き
活

き
と
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
と
思
う
。
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
そ
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。
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Gallery 建築作品紹介 山芦屋の家 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：笠谷工務店

敷地は兵庫県芦屋市西部に位置し、地域東辺を流れる芦屋川、周辺には
多くの緑が広がる自然豊かな場所である。クライアントはご夫婦が共に
仕事をお持ちで一連の家事が順序通りに行えるように動線に配慮した。
家にいる間は家族で過ごされる時間が長い為 LDK は一体空間とし、ス
タディコーナーを一角に設け家族の存在を感じるものとした。
家族の生活空間と個々の居室空間を中央のテラスが繋ぐ役割をし、外部
空間を挟むことで一定の距離感を保ちながら視覚的な一体感を感じる事
ができる。外部環境を大きく取り込むことで四季の移ろいを感じ、日常
に刺激を与え、伸びやかな空間が子供たちの笑い声を運んでくれる。

所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013.8
構造設計：木構造建築研
　　　　　究所　田原
構造規模：木造 1 階建
敷地面積：394.12㎡
建築面積：144.40㎡
延床面積：138.04㎡
写　　真：松村芳治

遠里小野の家 設計：一級建築士事務所 アトリエ m
施工：アクト

「家族の未来の幸せのかたち」これが私の考える住宅像である。比較的
若いご主人が口にしたテーマは「孫が遊びにきてくれる家」だった。子
供は厳しく、孫は甘く。子孫まで思う気持ちを形にしようと考えた。土
地形状が独特で、それに合わせ F の字のプランとしている。南面する庭
に開かれた LDK から、将来は両親も暮らせるよう考えた和室、風呂や
洗濯室という低層棟がせり出している。プライバシーの確保と、夏の西
日を遮る意図からである。庭との間には縁側を巡らせ、2 階は全てプラ
イベートな空間とした。庭に出たり、縁側に腰掛けたり、それらを回遊
したり。25 年先の子供たちが走り回る姿をイメージして考えたものだ。

所 在 地：大阪市住吉区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2014.1
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：120.26㎡
建築面積：76.85㎡　
延床面積：126.93㎡
写　　真：アトリエｍ
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INFORMATION

大阪市立東洋陶磁美術館
国際交流企画展「定窯・優雅なる白の世界−
窯址発掘成果展」

定窯窯址の出土品66点を日本で初めて紹
介します。
会期　開催中〜3月23日（日）
時間　9：30〜17：00（入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日
観覧料　800円
問合・会場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　　　 大阪市北区中之島1-1-26
　　　　　 Tel.06-6223-0055
http://www.moco.or.jp

京都国立近代美術館
チェコの映画ポスター

本展は東京国立近代美術館フィルムセン
ターと京都国立近代美術館の共催により、プ
ラハの映画ポスター専門ギャラリー「テリー・
ポスター」が所蔵する、チェコスロヴァキア時
代の1950年代後半から1980年代までに制
作された映画ポスター82点を紹介します。
会期　3月21日（金）〜5月11日（日）
時間　9：30〜17：00（金曜20時まで。入館
　　　　　　　　　  は閉館30分前まで）
休館日　月曜日 （4/28、5/5は開館）
観覧料　一般420円（4/1以降430円）
会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111
http://www.momak.go.jp

明治・大正生まれの建築史家、建築家
の年賀状と、近現代建築、戦争遺構な
どの存続を願う保存要望書の展示会

日時　3月8日（土）〜3月15日（土）
　　　10：00〜17：00
会場　堺市立東図書館
　　　（南海高野線北野田駅前）
■「近現代建築の保存と開発について」幻燈
上映会
日時　3月15日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
　　　（南海高野線北野田駅前）
講師　明治建築研究会代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.072-236-3357

第37回〈プロのノウハウ〉講座
「設計・監理・施工者のための建築品質トラブ
ル予防のツボ」出版記念講演
CPD2単位

講師がゼネコン設計部に在籍した経験をも
とに、設計者、監理者、施工者の三者が共
通して知っておかなければならない建築工
事の基本知識を作法として、また、建築品
質についてありがちな問題を部位別に100
テーマに厳選し建築品質トラブルの予防と
予知という視点で解説をします。
日時　3月18日（火）　18：00〜20：00　
　　　受付開始17：30 
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8 御堂筋
　　　ダイワビル2階
講師　仲本尚志・馬渡勝昭 
定員　60名
受講料　一般1,500円
　　　　日本建築協会会員・学生1,000円 
テキスト 「設計・監理・施工者のための建築品質ト

ラブル予防のツボ」当日、定価2,940円
（税込）を、特価2,600円（税込）で販売。

申込方法
FAXまたはE-mailで、1）催し名、2）氏名、3）
所属、4）会員・一般の別、5）受講票郵送先
住所、郵便番号、6）電話番号、7）E-mailメー
ルアドレス、8）CPDを申請される方は申請先
団体名と番号。 

申込先　（一社）日本建築協会 出版委員会
　Tel.06-6946-6981 Fax.06-6946-6984
e-mail:koukoku@aaj.or.jp　担当　藤巻

原田真宏＋麻魚講演会
MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO
―船のような―
CPD2単位

京都府建築士会青年部会主催による原田真
宏、麻魚講演会です。
日時　3月20日（木）　18：30〜20：30
　　　（開場18：00）
会場　ウィングス京都2階イベントホール
　　　京都市中京区東洞院通六角下る御射山町262
定員　240名
入場料　無料（要事前申込　先着順）
問合・申込　（一社）京都府建築士会
　　　　　  Tel.075-211-2857
http://www.kyotofu-kenchikushikai.jp/

平成26年 鉄筋コンクリート系マンション
健康診断技術者講習会（大阪会場）

建築基準法第12条第1項に基づき定期調査
を行う特殊建築物等調査資格者、一級建築
士、二級建築士を対象に、特に鉄筋コンク
リート系マンションの定期調査に秀でた定
期調査専門技術者を養成し、マンション管
理組合における適正な維持管理をサポート
するため、講習会を開催します。 
主催　（一財）日本建築防災協会
日時　3月25日（火）　9：50〜17：00
会場　大阪YMCA会館2階ホール
　　　大阪市西区土佐堀1-5-6
定員　140名
受講料　18,000円
　　　　（テキスト・技術者証代・消費税含）
テキスト　鉄筋コンクリート系マンション健康診

断技術者講習テキスト（平成26年版）
申込締切　3月7日（金）
　　　　　但し、定員になり次第締切
問合・申込　（一財）日本建築防災協会
　　　　　  Tel.03-5512-6453

第5回空気環境シンポジウム「国内
外における換気・空気質基準の現
状と問題点」

今一度必要換気量の考え方を整理し、問題
点を検討するために、国内外の換気・空気
質基準の現状と日本における換気・空気質
の問題について情報共有し、議論すること

を目的としたシンポジウムを開催します。
主催　日本建築学会近畿支部空気環境部会
日時　3月28日（金）　13：30〜17：00
会場　キャンパスポート大阪ルームD・E
　　　大阪市北区梅田1-2-2-400 大阪駅前
　　　第2ビル4F
内容
　第1部　国内外における換気・空気質基準の現状
　　・ASHRAE
　　　　楢崎正也（㈱エコ・トータルプランニング）
　　・ISO　伊藤一秀（九州大学）
　　・国内の代表的基準
　　　　河野良坪（大阪工業大学）
　第2部　日本における換気・空気質の問題
　　・開放型燃焼器具の使用に伴う問題
　　　　中川雅至（大和ハウス工業㈱）
　　・ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、
　　　VOCの問題　　萬羽郁子（近畿大学）
　　・CO2 1,000ppm 問題
　　　　山中俊夫（大阪大学）
　第3部　総合討論
参加費　一般3,000円　学生500円
定員　100名
申込方法

日本建築学会近畿支部空気環境部会HP
（http://kinki.aij.or.jp/activity/air/）をご覧ください。

大阪市立美術館
特別展「第45回 日展」

今回の応募作品総数は13,919点で、入選
点数2,358点となり、大阪展では全国を巡
回する日展の大家作家による作品と、入賞
者の作品からなる基本作品273点に加え
て、大阪・奈良・和歌山・兵庫の地元作家に
よる入選作品等349点の、合わせて622点
を陳列。現代日本美術界を代表する巨匠か
ら、第一線で意欲的に活躍している中堅、新
人の作品が一堂に展覧されます。
主催　大阪市立美術館、読売新聞大阪本社
会期　開催中〜3月23日（日）
休館日　月曜日
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
会場　大阪市立美術館（天王寺公園内）
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82
観覧料　一般1,000円（前売800円）
問合　大阪市総合コールセンター
　　　Tel.06-4301-7285

参加費　500円（資料代）
　　　　新会員歓迎交流会4,000円
　　　　（当日入会申込者は無料）
申込締切　4月10日（木）
※新会員歓迎交流会の開催場所は、当日発表
　会会場にてお知らせいたします。
※新会員以外の方でもご参加いただけます。

一般府民を対象とした建築相談の
おしらせ

一般府民を対象とした建築相談では4月よ
りこれまで月・水・金の週3回実施してき
ました電話による建築相談を下記のとおり
毎日実施します。
月〜金の毎日13：00〜16：00
電話相談料　無料
また建築相談に協力いただける会員を募集してい
ます。詳細は事務局までお問い合わせください。

第9回「関西建築家新人賞」募集

（公社）日本建築家協会近畿支部の45歳以
下の正会員を対象に、地域特性に対する配
慮や作品の芸術性などの観点から総合的に
判断し将来性があると期待される建築家を
表彰します。
主催　（公社）日本建築家協会近畿支部　
募集期間　2月7日（金）〜3月31日（月）　
※郵送の場合は3/31までの消印有効
応募資格
　1）年齢45歳以下（生年月日が1968年4月
　　1日以降の方）
　2）JIA近畿支部所属の正会員
応募作品　1点　近畿支部地域に完成した建物
※2008年1月1日〜2013年12月31日迄の
　作品。（※完成日は検査済証の日付）
登録費　10,000円
審査員　審査員長　大谷弘明
　　　　審査員　岸下真理・長濱伸貴
表彰　新人賞2人以内
問合　（公社）日本建築家協会近畿支部
　　　建築賞分科会
　　　Tel.06-6229-3371 
e-mail:jia@bc.wakwak.com
http://www.jia.or.jp/kinki

の前に完成しました。風や光を感じつつ読書が
できる屋外読書テラスや、吹き抜けと一体となっ
た壁面書架の「本の滝」を設けるなど、素敵な
空間が出来上がりました。
日時　4月6日（日）　受付12：30〜
　　　見学13：00〜15：00（予定）
集合場所　八尾市役所本館前ロータリー　
　　　　　（西側玄関前）
参加費　1,000円（資料代等）
定員　30名（申込先着順）
※参加証は実施1週間前に出状予定です。

第42回賛助会員分科会セミナー
耐震・省エネ・バリアフリー、多様化するリフォー
ム市場に対応するためのPCソフト応用と長期
優良化リフォーム補助金活用法
4/11　CPD2単位（予定）

活況を呈しているリフォーム市場の現状と、
それに対応するためのPCソフトの有効利
用、また長期優良化リフォーム補助金の活
用法を、数々の実例とともにご紹介します。
日時　4月11日（金）　講義18：00〜19：45
　　　ミニ懇親会　19：50〜20：30
会場　㈱内田洋行　会議室
　　　（大阪ユビキタス協創広場CANVAS）   
　　　大阪市中央区和泉町2-2-2
内容
　第一部（18：00〜18：55）

「長期優良化リフォーム補助金活用法」
（耐震・省エネ診断ソフトの応用）〜ホー
ムズ君耐震診断Pro、ホームズ君省エネ
診断を使って〜

　　講師　㈱インテグラル営業企画部
　　　　　マネージャー　木村良行　
　第二部（19：00〜19：50）

小規模リフォームからリノベーション、共同
住宅の入居率改善リフォームにまで役立
つ3Dパース提案〜住宅リフォームプレゼ
ンテーションソフト「3D住宅リフォームデザ
イナー」を使った実例〜

　　講師　メガソフト㈱広報室　西脇　功
参加費　会員1,500円　会員外2,000円　
　　　　（ドリンク・フード付）
定員　100名（申込先着順）

新会員歓迎交流会
大阪府建築士会活動発表会
CORE2014
4/19

建築士会では「建築士」として共に学び、スキ
ルアップ、交流、情報交換、見学会、社会貢献、
企画運営などさまざまな活動を行っております。
新会員のみなさんも「建築士」の資格を活かし、
建築士会の仲間となり一緒に活動しませんか? 
CORE2014では、（公社）大阪府建築士会の
事業委員会、社会貢献委員会の事業内容を
抜粋して、今年度の活動発表と展示会を行い
ます。新しい人と人の出会い、役立つ情報が
きっとみつかります。お気軽にご参加ください。
日程　4月19日（土）
会場　日建学院
　　　大阪市北区鶴野町1-9
　　　梅田ゲートタワー3F
時間　発表・展示会13：30〜17：00
        　　　　　　（受付13：00〜）
　　　新会員歓迎交流会17：30〜19：30

本会が過去に実施した木造及び非木造の耐
震診断・改修講習会が、「建築物の耐震改修
の促進に関する法律」に定める同等以上の資
格者講習会として、平成26年2月10日に国土
交通大臣の認定を受けました。
■認定された本会主催の講習会名及び開催
　年度
・既存木造住宅の耐震診断・改修講習会／
　平成24年度及び平成25年度
・既存鉄骨造建築物の耐震診断・改修指針
　講習会／平成8年度〜平成25年度
・既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断・
　改修指針講習会／平成7年度〜平成25年度
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価証を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活
用ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

平成26年二級、木造建築士試験案内

■受付場所における受験申込
　配布期間　3月10日（月）〜4月14日（月）

（土曜日、日曜日、祝日は除く。4/12（土）、
4/13（日）は受験申込書の受付を行う所
定の受付会場に限って配布を行います。）

　配布時間　9：30〜17：00

　　　　　　（4/14（月）は9：30〜16：00）
　配布場所　大阪府建築士会内
　　　　　　大阪市中央区谷町3-1-17
　　　　　　高田屋大手前ビル5階
　受付期間　4月10日（木）〜4月14日（月）
　　　　　　（土、日を含む）
　受付時間　10：00〜17：00
　受付場所　大阪府建築士会内
　学科試験日　二級 7月6日（日）
　　　　　　　木造 7月27日（日）
　設計製図試験日　二級 9月14日（日）
　　　　　　　　　木造 10月12日（日）
※インターネット又は郵送による受験申込を含
　め、建築技術教育普及センターのホームペー
　ジで情報提供しています。
　http://www.jaeic.jp/

建築士法に基づく臨時建築技術講習会
コンクリートに発生するひび割れの原因と対策
3/13　CPD3単位

コンクリートのひび割れは建設関係に携わるも
のにとって、避けて通れない大きな問題です。
コンクリートの劣化に直結する大きな要因であ
り、一般の人に不安感を抱かせたり、美観上も
好ましくありません。本講習会ではひび割れの
原因と対策に関する説明に併せて、最近のレ
ディーミクストコンクリートをめぐる制度と技術動
向、収縮ひび割れ応力解析なども紹介します。
日時　3月13日（木）　13：25〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・最近のレディーミクストコンクリートをめ

ぐる制度とコンクリート技術の動向
　　　・収縮ひび割れ応力解析の Excel に

よる解き方
　　　・収縮ひび割れ等の原因と対策
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円、
　　　　一般5,500円（テキスト代含む）

住宅を設計する仲間達 勉強会
「建築士が今知っておくべき税制あれこれ」
4/4　CPD2単位

消費税引き上げをはじめとして、税制が変わ
ろうとしています。住宅ローン減税や相続
税、贈与税など、住宅取得に関係する税制
は様々ありますが、あなたは建築士として質
問されたら正しく答えることができますか? 
日時　4月4日（金）　18：30〜20：00
場所　大阪府建築士会会議室
講師　松田昭久（税理士）
定員　40名（申込先着順）
会費　住宅を設計する仲間達メンバー無料
　　　建築士会会員1,000円
　　　建築士会会員外2,000円
※FAX又はメールで、参加申し込みの上、勉強

会当日直接会場にお越しください。

建築士の会 やお・かしわら＋建築士の会 東大阪
「八尾市立八尾図書館及び八尾市
立青少年センター見学会」
4/6　CPD2単位（予定）

八尾市の中央図書館の整備とあわせて、青少
年センター・学習室・郷土及び地域の資料や情
報提供の各機能を備えた、複合施設が市役所
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活
か
し
た
活
動
が
最
も
現
実
的
で
有
効
な
手
段
で

あ
り
、
常
設
委
員
会
の
企
画
力
が
必
要
と
さ
れ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
主
軸
と
な
る
の

が
役
員
構
成
で
す
。

平
成
24
年
10
月
17
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
組
織

の
ス
リ
ム
化
の
も
と
、
理
事
数
を
26
年
度
ま
で
に
38

名
程
度
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
減

員
に
よ
り
会
長
方
針
を
理
事
に
伝
承
し
や
す
く
し
、

会
長
・
理
事
間
の
齟
齬
を
な
く
し
、
ま
た
理
事
の
職

責
を
明
確
に
し
て
多
人
数
に
よ
る
責
任
の
希
薄
化
を

避
け
る
方
針
で
す
。

理
事
減
員
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
役
員
候
補
者

の
選
定
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
の
た
び
新
設
い
た
し
ま
し
た
理
事
・
監
事
候
補
者

選
考
委
員
会
は
、
本
会
役
員
の
役
割
と
人
物
評
価

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
多
岐
に
亘
る
建
築
分
野
か

ら
幅
広
く
人
材
を
発
掘
で
き
る
場
で
あ
り
、
役
員

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
に
女
性
や
若
年
層
を

登
用
す
る
機
会
に
も
配
慮
で
き
、
本
会
の
時
事
に
対

応
し
た
新
し
い
意
見
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
や
す
く

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
当
該
選
考
委
員
会
に
お
い
て
役
員
候

補
者
を
協
議
し
、
そ
の
結
果
、
理
事
会
承
認
を
経

て
推
薦
さ
れ
た
役
員
候
補
者
を
定
款
に
則
り
定
時

総
会
の
決
議
を
も
っ
て
選
任
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
理
事
会
に
お
け
る
当
該
選
考
委
員
会
の
設
置

承
認
に
際
し
ま
し
て
は
、
設
置
３
年
目
を
目
処
に
成

果
を
精
査
し
、
不
具
合
な
と
こ
ろ
は
改
善
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
運
営
に
関
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。以

上

大阪市立東洋陶磁美術館国際交流企画展
白磁刻花童子唐草文方形双耳盒

河北省文物研究所蔵

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

〔本会催しの詳細及び参加申込方法〕　この INFORMATION ページの詳細は本会ホームページにも同時掲載しており、ホームページから直接
お申し込みすることができます。下記の本会ホームページへアクセスしてください。なお、建築士定期講習会は郵送のみの受付となっています。

【大阪府建築士会ホームページ】　http://www.aba-osakafu.or.jp/
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　
二
月
十
九
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
八
名
、
監
事
二
名

︵
１
︶
会
計
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

一
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
益
一
二
三
、三

六
五
、二
六
六
円
、費
用
一一一
、三
八
三
、一
四
二
円
、増
減

一一
、九
八
二
、一
二
四
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
収
支
報
告
︵
決
算
見
込
み
︶
に
つ
い
て

現
時
点
で
の
決
算
見
込
み
は
収
支
差
引
約
一
四
〇

万
円
の
黒
字
予
測
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

︵
３
︶
平
成
二
六
年
度
予
算
素
案
に
つ
い
て

平
成
二
六
年
度
の
予
算
素
案
を
取
り
纏
め
た
結

果
、
収
支
差
引
が
約
△
三
〇
〇
万
円
と
な
り
、
決

算
見
込
み
を
踏
ま
え
て
、
次
回
理
事
会
で
予
算
案

の
承
認
を
得
る
た
め
に
運
営
委
を
中
心
に
調
整
す

る
こ
と
と
し
た
。
内
訳
は
、
会
員
数
減
少
に
よ
る

会
費
収
入
減
、
府
立
病
院
の
委
託
契
約
年
間
化
、

教
育
の
通
信
制
新
設
、
試
験
の
受
験
者
数
減
、
登

録
者
数
減
、
専
攻
の
手
数
料
値
下
げ
等
を
反
映
し

た
各
委
員
会
か
ら
の
予
算
額
を
根
拠
と
し
た
。

︵
４
︶
定
時
総
会
準
備
に
つ
い
て

正
会
員
の
三
分
の
一
と
な
る
充
足
数
を
満
た
し
た

昨
年
の
会
告
方
法
で
準
備
を
進
め
る
。
な
お
、
講

演
者
は
建
築
人
表
彰
の
審
査
委
員
長
で
あ
る
古
谷

誠
章
氏
︵
早
稲
田
大
学
教
授
︶
に
お
願
い
す
る
。

︵
５
︶
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
実
施
機
関
の
登
録

申
請
に
つ
い
て

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
本
会
は
﹁
耐
震

診
断
を
行
う
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

修
得
さ
せ
る
た
め
の
登
録
資
格
者
講
習
の
実
施
機

関
﹂
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
登
録
申
請
を
行

う
こ
と
を
本
理
事
会
に
諮
り
、
出
席
役
員
の
全
員

の
同
意
を
も
っ
て
承
認
し
た
。

　
　

建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
十
九
︶

　
　

ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

編
・
文　

橋
本
頼
幸

　

今
月
の﹁
建
築
相
談
﹂コ
ー
ナ
ー
は
、相
談
員
の
宮
﨑

雅
司
様
に
話
題
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。実
は
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
と
し
な
い
ケ
ー
ス
に
は
、

大
き
な
差
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
初
の
連
絡

︵
ク
レ
ー
ム
と
は
限
り
ま
せ
ん
︶に
対
す
る
や
り
取
り
や
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
で
、そ
の
後
の
結
果
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。単
純
な
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
で
は
じ
ま
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
を
み
る
た
び
に
、最
初
の
す
れ
違
い
さ
え
な
け
れ

ば
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。宮
﨑
さ
ん
の
お

話
は
、電
話
で
の
こ
の
よ
う
な
相
談
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
﹁
二
年
弱
前
に
外
壁
塗
装
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
が
、

窓
庇
の
鉄
板
の
ペ
ン
キ
が
剥
が
れ
て
き
た
。二
年
く
ら
い

で
剥
が
れ
る
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、工
事
を
し
た
会
社

に
連
絡
を
し
た
。し
か
し
窓
の
庇
は
、保
証
の
対
象
外
な

の
で
有
料
に
な
る
と
の
返
答
。契
約
書
を
見
る
と
た
し
か

に
合
成
樹
脂
調
合
ペ
イ
ン
ト︵
Ｓ
Ｏ
Ｐ
︶塗
装
部
分
は
保

証
の
対
象
か
ら
除
く
と
書
か
れ
て
あ
る
。し
か
し
、見
積

書
を
確
認
す
る
と
窓
の
庇
は
工
事
の
範
囲
に
含
ま
れ
て

い
る
し
、ウ
レ
タ
ン
塗
装
と
書
か
れ
て
い
る
。Ｓ
Ｏ
Ｐ
と
ウ

レ
タ
ン
塗
料
は
違
う
も
の
で
は
な
い
か
。鉄
板
へ
の
塗
装
は

二
年
程
度
で
剥
が
れ
る
も
の
か
。﹂

　

宮
﨑
さ
ん
は
、こ
の
相
談
に
対
し
て
、﹁
Ｓ
Ｏ
Ｐ
と
ウ
レ

タ
ン
塗
料
は
違
う
も
の
で
す
が
、鉄
部
へ
の
塗
装
は
モ
ル
タ

ル
や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
外
壁
へ
の
塗
装
と
異
な
り
、

一
般
的
に
保
証
の
期
間
は
短
く
二
年
か
ら
三
年
程
度
で

す
。水
平
面
で
雨
が
直
接
当
た
る
屋
根
な
ど
は
、自
然

環
境
が
厳
し
い
の
で
さ
ら
に
条
件
が
悪
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、使
わ
れ
る
材
料
に
よ
り
期
間
が
設
定

さ
れ
て
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。状
況
を
見
て
い
な
い
の
で

断
言
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、工
事
を
し
た
会
社
に
状
況
を

確
認
し
て
も
ら
っ
て
、塗
装
が
剥
離
し
た
原
因
に
つ
い
て

詳
し
く
話
を
聞
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

電
話
相
談
で
は
こ
の
や
り
取
り
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

宮
﨑
さ
ん
は
こ
の
相
談
を
通
し
て
問
題
は
、保
証
の
有
無

で
は
な
く
、こ
の
施
工
会
社
の
契
約
書
の
文
言
や
相
談

者
と
の
電
話
対
応
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
そ
う

で
す
。宮
﨑
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
続
け
ま
す
。

　

ま
ず
、﹁
Ｓ
Ｏ
Ｐ
塗
装
分
は
保
証
の
対
象
か
ら
除
く
﹂

と
あ
る
の
は
、専
門
知
識
の
な
い
方
に
は
何
の
こ
と
や
ら

わ
か
ら
ず
、建
築
士
で
す
ら
鉄
部
や
木
部
の
こ
と
だ
ろ

う
な
と
推
測
し
て
初
め
て
理
解
で
き
る
程
度
の
も
の
で

す
。Ｓ
Ｏ
Ｐ︵
合
成
樹
脂
調
合
ペ
イ
ン
ト
︶と
ウ
レ
タ
ン
塗

料︵
合
成
樹
脂
塗
料
︶と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
期
待

で
き
る
耐
用
年
数
も
異
な
り
ま
す
。実
施
に
は
Ｓ
Ｏ
Ｐ

を
使
わ
ず
ウ
レ
タ
ン
塗
料
使
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
で

は
な
い
の
で
す
が
、仕
上
が
り
を
み
て
材
料
が
特
定
で
き

な
い一
般
消
費
者
に
と
っ
て
と
て
も
保
証
の
内
容
が
理
解

で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

保
証
内
容
を
部
位
で
特
定
せ
ず
に
材
料
で
指
定
す

る
の
は
施
工
後
の
保
証
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ

こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

ま
た
電
話
で﹁
保
証
の
対
象
外
な
の
で
有
料
に
な
る
﹂

と
言
っ
た
よ
う
で
す
が
、工
事
の
内
容
も
確
認
せ
ず
に
契

約
書
だ
け
を
見
て
返
答
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
れ
も

保
証
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　

工
事
後
の
相
談
は
ク
レ
ー
ム
と
決
め
つ
け
て
い
る
よ
う

な
電
話
で
の
対
応
や
保
証
を
あ
い
ま
い
な
表
現
で
ぼ
か

し
て
い
る
契
約
書
で
は
、施
工
者
に
対
し
て
不
信
が
募
る

ば
か
り
で
す
。

　
こ
う
宮
﨑
さ
ん
は
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
こ

の
相
談
者
が
解
決
さ
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。最
初

の
工
務
店
へ
の
連
絡
で
丁
寧
な
説
明
と
き
ち
ん
と
し
た

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
れ
ば
、ま
た
違
っ
た
形
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。施
工
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
機
会
を

損
失
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　
﹁
世
界
の
平
和
を
願
う
。﹂

　

大
阪
ミ
ナ
ミ
に
未
来
を
創
造
す
る
人
物
が
い
た
。

　

昭
和
四
四
年︵
一九
六
九
年
︶、当
時
開
発
の
進
ん
で
い
な
か
っ

た
御
堂
筋
西
側
に
、日
限
萬
里
子
は
小
さ
な
喫
茶
店﹁LOOP

﹂

を
開
業
さ
せ
る
。そ
の
後
、ア
メ
リ
カ
の
輸
入
雑
貨
を
扱
う
お

店
が
増
え
始
め
、そ
こ
を
中
心
と
し
て
若
者
た
ち
が
集
ま
り
始

め
、﹁
ア
メ
リ
カ
村
﹂と
い
う
大
阪
発
祥
の
若
者
文
化
の
メ
ッ
カ

が
誕
生
し
た
。

　

そ
ん
な
お
り
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
黒
田
征
太
郎
と
グ
ラ
フィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
友
啓
典
が
、建
物
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
、

昭
和
五
八
年︵
一九
八
三
年
︶に
制
作
し
た
の
が﹁PEACE ON

EA
RTH

﹂。翼
を
大
き
く
広
げ
た
鳥
人
が
、地
球
に
平
和
を

と
問
い
か
け
る
。今
と
な
っ
て
は
、こ
の
建
物
も
大
義
を
得
て
、後

世
に
残
る
作
品
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
。︵
関
西
電
力
変
電
所
︶

　

３・11
の
大
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
日
本
。

　

復
興
の
ま
ち
づ
く
り・消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要・

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
需
要
が
逼
迫
し
、建
築
資
材
及
び

人
件
費
高
騰
で
ミ
ニ
バ
ブ
ル
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く
。し
か
し
、

そ
の
先
に
潜
む
未
来
の
日
本
か
ら
目
を
背
け
て
は
い
け
な
い
。

今
一
度
、世
界
の
平
和
に
貢
献
で
き
る
日
本
の
あ
り
よ
う
に
建

築
士
の
役
割
を
問
い
た
い
。
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　医薬品研究所の厚生施設建替え計画である。各研究棟に分散
している研究者相互のコミュニケーション活性化を主題に、研究者
を「動かして」「集める」結節点（ジャンクション）として計画した。
ジャンクション
　建物を研究棟群の中心に低く広く配置し、各棟とは渡り廊下で
ネットワーク状につないだ。また建物を貫通する通路（パサージュ）を
２本設けることにより、研究棟間を往来する際には必ずこの建物を
通過するしかけとしている。1階にはマグネット効果の高い食堂・カ
フェを配置し、食事や休憩のみならず、気軽な打合せや思索の場と
しての利用、コーヒーのテイクアウト、パサージュの通過移動など、複
数のアクティビティが交わることで研究者間に新たな交流が誘発さ
れ、これまでにはなかったコミュニケーションの拠点となっている。
積み重ねた箱
　隣り合う研究棟に相対する壁面には、コンセントレーション（研
究）とリラクゼーション（厚生）の見合いを避ける意図で開口を設け
ていない。開口は2階に切り込んだ5つの屋上庭園に向けて設けて
おり、どの部屋からでも緑が楽しめる豊かで潤いのある空間となって
いる。また、この切込みが建物のボリュームを分節し、圧迫感を緩和
しながら、箱を積み重ねたようなユニークな外観を生み出した。
撮影：フジタ写真工房　第33回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
鳥居健一（とりい・けんいち）
1981年清水建設株式会社入社
現在  関西事業本部建築設計1部 部長
加地則之（かじ・のりゆき）
1990年清水建設株式会社入社
現在  設計本部教育・文化施設設計部 グループ長
阿部香穂里（あべ・かほり）
2010年清水建設株式会社入社
現在  関西事業本部建築設計2部
ランドスケープ：フィールドフォー・デザインオフィス

■建物データ
建 築 主：アステラス製薬株式会社
設　　計：清水建設株式会社
施　　工：清水建設株式会社
所 在 地：大阪府大阪市淀川区加島2-1-6
用　　途：厚生施設
竣　　工：2012年1月
構造規模：S造　地上2階
敷地面積：43,859.80㎡
建築面積：3,015.66㎡
延床面積：4,249.90㎡


